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郡山市

福島市

喜多方市

会津
若松市

南会津町

至栃木 至東京

白河市

福島空港

至新潟

至新潟

至山形
至山形

至仙台 至仙台

相馬市

　相馬港

相馬市

　相馬港

南相馬市

太
平
洋

至東京

小名浜港

いわき市

福島県広域道路網マスタープラン

凡　　　　　　　　　例
路線表示区分

高規格幹線道路

表示方法 備　　　　考

広域道路
（交流促進型）

広域道路
（地域形成型）

広
域
道
路

・供用及び整備計画区間（事業中区間含む）
・基本計画及び予定路線区間

・沿道からのアクセス性に配慮した道路

・本線のトラフィック機能確保のため、
　整備の目標として特に構造上の強化
　を図ろうとする道路

凡　 例（プロジェクト）

阿武隈地域総合開発事業

郡山地域高度技術産業集積活性化計画

2 1 世 紀 Ｆ I T 構 想

会津フレッシュリゾート構想

郡山都市圏拡大図

仙台方面

郡山方面

山
形
方
面

相
馬
方
面

浪
江
方
面

猪
苗
代
方
面 東

北
自
動
車
道

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線

Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線

ＪＲ奥羽本線

福島飯坂Ｉ．Ｃ

国見Ｉ．Ｃ

福島西　
　Ｉ．Ｃ

国見副次核

保原副次核

川俣副次核

安達副次核

福島
工業団地

福島西
佐倉西工業団地

至
猪
苗
代

観
光

農
業
地
区

文教居住地区

至
郡
山

至
郡
山

至
浪
江

至
相
馬

至
山
形

至仙台

阿武
隈急
行線

福島都心

伊達副次核

物流センター

飯坂副次核

福島都市圏拡大図

喜多方方面

至喜多方

田島方面

新
潟
方
面

郡
山
方
面

ＪＲ磐越
西線

ＪＲ磐
越
西
線

ＪＲ
只見
線

会津若松
　　　総合運動公園

東山温泉
鶴ヶ城公園

飯盛山

駅前拠点開発

至
郡
山
・
猪
苗
代

至
新
潟

至田島

会津若松　Ｉ．Ｃ 磐越
自動
車道

会津大学
　　周辺開発物流団地

会津若松都心

会津若松
工業団地

会津本郷町 会
津
鉄
道

会津若松都市圏拡大図

郡
山
方
面

仙台方面

東京方面

常
磐
自
動
車
道

ＪＲ
常磐
線

いわき湯本Ｉ．Ｃ

いわきＪ．Ｃ．Ｔ

いわき中央
　Ｉ．Ｃ

いわき四倉Ｉ．ＣＪ
Ｒ
磐
越
東
線

磐越自動車道

四倉　
副次核

小名浜港

いわき勿来Ｉ．Ｃ

至東京
至東京

至白河

至福島空港

至郡山

至仙台
至郡山

至仙台

平中心核

内郷　
副次核

常磐　
　副次核

勿来中心核

小名浜中
心核

いわきＮＴ

いわき都市圏拡大図

仙台方面

東京方面 水戸方面

い
わ
き
方
面

至白河

ＪＲ磐越西線

東部
ＮＴ

東
北
自
動
車
道

至
新
潟

新
潟
方
面

磐梯熱海Ｉ．Ｃ

郡山南Ｉ．Ｃ 至水戸

郡山
都心

郡山西部工業団地

磐越自動車道

本宮Ｉ．Ｃ

本宮副次核

至仙台

郡山北部工業団地

至棚倉

ＪＲ水郡線

都
須賀川Ｉ．Ｃ

至
小
野福島空港

あぶくま高原道路
矢吹Ｉ．Ｃ

Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線

至いわき

JR
磐越
東線

田村西部
　工業団地

三春船引Ｉ．Ｃ

東部　
　工業団地

郡山東Ｉ．Ｃ

三春ダム

郡山Ｉ．Ｃ
郡山J．Ｃ．T

須賀川都心

これは今後の道路整備のマスタープランであり、具体的な路線のルート、位置等を規定するものではありません。
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ひとくちメモ

高規格幹線道路

福島県の将来の道路の姿

全国14,000㎞（21世紀初頭）
　　　　　　　　東北自動車道　・　磐越自動車道　・　常磐自動車道　・　東北中央自動車道
本県　　450㎞＝（115㎞）　＋　　（150㎞）　＋　　（125㎞）　＋　　　（60㎞）

整備すべき国・県道の
総延長  5,825㎞
（外  新道180㎞）

全国116,600㎞

 広域道路
本県3,000㎞（外  新道180㎞）
一般国道及び主要な県道等により構成

全国19,500㎞

 広域道路（交流促進型）
本県500㎞（外  新道120㎞）
自動車専用道路、又は、これに準ずる道路

全国で第11次五計内に2,000㎞事業着手

 地域高規格道路

全国63,400㎞

 その他の道路
本県2,825㎞

全国97,100㎞

 広域道路（地域形成型）
本県2,500㎞（外  新道60㎞）
沿道からのアクセス性にも配慮した区間

 広域道路（交流促進型）
地域高規格道路以外の区間

（新道とは、現在ある道路の整備の他に新たに
　整備される構想段階の道路のことです。）

本線のトラフィック機能確保のため、整備の目標として特に構造上
の強化を図ろうとする道路。

Aタイプ：自動車専用道路
Bタイプ：自動車専用道路に準じた規格の高い道路

さらに、交流促進型区間は、構造規格により以下の
3タイプに区分されます。

・車線数は原則として4車線以上

・連続した中央分離帯の設置、交差点の立体化、アクセス
　交通を処理するための副道の設置等により、一定のアク
　セスコントロールを行うもの。

・やむを得ず平面交差点（分合流のみを除く）を設ける場
　合でも、交差点の間隔は１㎞以上を基本とし、これによ
　り難い場合でも、周辺道路網や土地利用状況等地域の実
　情に応じ、本線のトラフィック機能が確保できる間隔を
　保つもの。

● 広域道路は、次の2つから構成されます。

1.広域道路(交流促進型)

例えば、自動車専用道路や交通の円滑性確保のため
交差点を立体化する道路など

広域道路（交流促進型）の基本的考え方

B'タイプ：

1　高規格幹線道路を補完する道路
2　都市圏における規格の高い環状ネットワークを形成する道路
3　都市圏における都心と高速ICを直結する道路
4　地域開発の核となる区域と高速ICを直結する道路

平地山地部等で交差道路が少ないため、特に立体交差
を行わなくても平面交差点間隔（分合流のみを除く）が
1㎞以上となるタイプ。
※ただし設計速度は80㎞／ｈまたは60㎞／ｈを確保するものに限る。

Cタイプ：

沿道からのアクセス性にも配慮した上記1以外の道路

2.広域道路(地域形成型)

広域道路として選定した路線のうち、特に、アクセスコント
ロールを行い速達性を高める以下の道路を広域道路（交流促
進型）とする。

（現況がアクセスの少ない道路であっても、将来沿道開発が可能な区間は
　立体交差等考慮しなければならず、このタイプには該当しない）

広域道路(地域形成型)
●Cタイプイメージ図

●B'タイプイメージ図

広域道路(交流促進型)
●Aタイプイメージ図

●Bタイプイメージ図
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高規格幹線道路とは

県内の高速自動車国道

　高速自動車国道11,520kmは、一般国道の自動車専用道路
2,480kmと連係し、全長14,000kmの高規格幹線道路網を形成
するもので、21世紀初頭の完成目標のもと、整備が進められてい
ます。
　高規格幹線道路網は、首都圏など大都市だけに人口や経済力が集
中するのではなく、全国各地域がバランスよく発展していくために
必要で大切な社会資本として、昭和62年に閣議決定された第四次
全国総合開発計画（四全総）に基づき計画が決定されたものです。
これが完成すると、全国の地方生活圏から概ね1時間以内で高速交
通ネットワークを利用できるようになります。

高速道路の計画
● 県内の高速自動車国道の整備状況

平成21年3月末

(　)内は高速自動車国道に並行する一般国道の自動車専用道路（A'）で内数

東北縦貫
自動車道

東北横断
自動車道

常　　磐
自動車道

東北中央
自動車道

計

県内
計画
延長

内　　訳

予定
路線

116

152

128

58

454

0

0

0

0

0

0

0

61

17

78

116

152

67

0

335

100

100

52

0

74

0

0

0

41
（23）

41

基本
計画

整備
計画

現供用
延　長

供用率
(%)

福島県内高速自動車国道及び地域高規格道路整備状況

7 高速道路

小名浜港

福島空港

東北新幹線

福 島 県

宮 城 県

山 形 県

新 潟 県

群 馬 県

茨 城 県

栃 木 県

会津縦貫北道路

いわき東道路

栃木西部・会津南道路

会津縦貫南道路

東北中央自動車道

常磐自動車道
東北横断自動車道
い わ き 新 潟 線

阿武隈東道路

相馬港

郡山駅

新潟中央 安田

新津 津川
三川

西会津

米沢（仮）

米沢北

二本松

福島西

国見

大笹生（仮）
福島JCT（仮）

本宮

郡山JCT

須賀川

いわき湯本

いわき四倉いわき四倉

常磐富岡

原町（仮）

相馬（仮）相馬（仮）

山元（仮）

亘理

いわき勿来いわき勿来

猪苗代
磐梯高原磐梯河東

磐梯熱海
郡山

郡山南

白河

会津坂下

会津若松

福島飯坂

郡山東
船引三春

小野

喜多方

玉
川
福
島
空
港

平
田

いわき中央いわき中央
いわきJCTいわきJCT

福島松川

郡山西環状道路

福島空港・あぶくま南道路
（あぶくま高原道路）

福島駅

広野

東北縦貫自動車道弘前線

石
川
母
畑

平
田
西

蓬
田
PA

新白河駅

浪江（仮）

新地（仮）

※高速自動車国道に並行する一般国道の自動車専用道路：A'
・渋滞解消や防災対策など国道が有する課題に緊急に対応する観点から、一般国道のバイパスを高速自動車国道との二重投資を避けるために自動車専用道路として整備し
　高速自動車国道の機能を当面代替することが可能な路線

新鶴

鏡石

白河中央整備中

第28回審議会
平成元年２月

第30回審議会
平成８年12月

平成18年
２月

第29回審議会
平成３年12月

第31回審議会
平成10年12月

第30回審議会
平成８年12月

整備計画

基本計画

大臣指定(新設)

平成23年度

平成26年度

平成22年度

平成18年3月31日付け協定に基づく完成予定年度

第29回審議会
平成３年12月

９ｋｍ 28ｋｍ

第31回審議会
平成10年12月

第30回審議会
平成８年12月

第30回審議会
平成８年12月
41ｋｍ

第1回国幹会議
平成15年12月

新直轄区間

(17ｋｍ)

阿武隈東道路
10.7km

（6km）

16km

相馬港

霊山道路
12km

34km61km

４車線供用区間 118km暫定２車線区間 95km

整備計画変更
平成11年12月〔 〕

地域高規格道路高速自動車国道

供 用 区 間

整備計画区間

整備計画区間
(新直轄区間)

基本計画区間

高速自動車国道に並行する
一般国道の自動車専用道路

供用区間

整備区間

調査区間

その他区間

インターチェンジ

ジャンクション
新幹線

計
画
路
線

候 補 路 線

事業中区間

供用区間

ｽﾏ ｰ ﾄ ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾁ ｪ ﾝ ｼ ﾞ

(東日本高速道路(株))

(東日本高速道路(株))

霊山道路

楢葉PA予定地

鹿島SA予定地
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計画決定まで

予 定 路 線

環境影響評価

基本計画の決定

会長は委員の互選により選出

衆議院議員（6人）、参議院議員（4人）、学識経験者（10人以内）

国土開発幹線自動車道建設会議

国土開発幹線自動車道建設会議

決定すること

(1)建設線の区間

(2)建設線の主たる経過地

(3)標準車線数

(4)設計速度

(5)道路等との主たる連結地

(6)建設主体

決定すること

高速道路株式会社による整備手順

高速道路建設の手順 全国の高規格幹線道路の現状

高規格幹線道路
(14,000km)

高速自動車国道 11,520km（A）
(国土開発幹線自動車道等)

一般国道自動車専用道路
2,480km

（本州四国連結道路 180kmを含む）（B）

予定路線

基本計画

整備計画

供用区間
及び

事業中区間

7,641km  (66%)

(平成20年度末見込み)

1,281km

897km

整備計画未策定区間

基本計画未策定区間

9,342km  (81%)

供用区間

有料道路方式
区間
900km

有料道路方式区間　7,620km

新直轄区間
801km新直轄区間

21km

10,623km  (92%)

11,520km  (100%)

本県周辺の高規格幹線道路

会社と機構が協定を締結。（機構法第13条及び会社法第6条）

事業の概要説明を行う。

測量を行い中心杭を現地に設置する。

設計協議が終わると用地境界に杭を設置して用地測量
を行う。

高速道路の構造のうち、地元の利害関係の大きい横断
する道路や水路の構造、流末処置、付け替え道路や側
道などについて管理者や地元と協議を行う。

機構が作成する業務実施計画の国土交通大臣による認可
　　　　（機構法第13条及び会社法第6条）
会社に対する国土交通大臣による事業許可。
　　　　（機構法第13条及び会社法第6条）

※整備計画の決定にあたっては、あらかじめ関係都道府県等の意見を聴取。

(1)経過する市町村名
(2)車線数
(3)設計速度

(4)連結位置及び連結予定施設
(5)工事に要する費用の概算額
(6)その他必要な事項

国土開発幹線自動車道建設法（第3条）

国土開発幹線自動車道建設法（第5条）

環境影響評価法

（国土交通大臣）

（国土交通大臣）

高速自動車国道法（第6条）

整備計画の決定

新直轄方式による整備
道路整備特別措置法（第3条）

高速道路株式会社による整備

協 定

国土交通大臣
による許認可

路線発表
事業概要説明

中心杭設置

設計協議

幅杭設置

用地買収

工　事

完成・供用

機構法…独立行政法人日本高速道路
　　　　保有・債務返済機構法
会社法…高速道路株式会社法
特措法…道路整備特別特措置法

（平成18年3月31日）

青森
青森東鯵ヶ沢

大館北
琴丘森岳

安代

青森東鯵ヶ沢

浪岡

小坂

久慈

浪岡

八戸北

八戸
小坂

大館北
琴丘森岳

昭和男鹿半島
秋田北 安代

久慈河辺
岩城

宮古

釜石

大船渡

岩城

花巻
本荘 横手

湯沢
酒田みなと

湯殿山温海
朝日
荒川

酒田みなと

東和
遠野

宮古

釜石

大船渡

北上

鶴岡

尾花沢

東根
山形

湯殿山

月山

温海
朝日
荒川

中条
山形上山
南陽高畠

仙台

常磐富岡

いわき

山形上山
南陽高畠
米沢北

富谷

村田

石巻

仙台
亘理

福島

相馬
常磐富岡郡山

いわき

新潟中央

長岡

上越

友部
茨城

鉾田

潮来

友部
茨城
ひたちなか
鉾田

潮来

つくば

成田

千葉木更津
横浜

三郷
練馬八王子

藤岡

鶴ヶ島

伊勢原

大月

松本
佐久

千葉木更津
横浜

富津

館山

海老名

下田

修善寺

御殿場

富津

館山

三郷

川口
練馬八王子

海老名

高崎 栃木都賀高崎 栃木都賀

岩舟藤岡

鶴ヶ島

伊勢原

下田

修善寺

御殿場

河口湖
富沢
吉原

六郷

河口湖
富沢
吉原

大月
六郷

甲府

八千穂

松本
佐久

岡谷

更埴 豊田飯山
信濃町

《平成21年3月末現在》
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平成23年度に常磐富岡～相馬間、平成26年度に
全線開通を目指して、現在、整備が進められている。

平成20年11月30日にいわき～郡山間の4車線化
が完成したが、会津若松以西については、依然、
暫定2車線のままとなっている。

常磐自動車道（設計速度100km/h）県内延長L=128km

東北横断自動車道いわき新潟線（磐越自動車道)（設計速度80km/h)県内延長L=152km

東北中央自動車道（設計速度100km/h、80km/h）県内延長L=58km

日立北～
いわき中央

S46. 6. 8

S48.10.19

S48.10.19

4車線

51km（24km）

S62年度

S46. 6. 8

H 1. 1.31

H 2. 8.14

13km

H10年度

H 1. 2.27

H 3.12. 3

H 5.11.19

14km     16km

H13年度  H16年度

H 1. 2.27

H10. 4. 8

46km

（H23年度）

　

H10.12.25

9km

（H26年度）

　

H10.12.25

ー

15km（5km）

（H26年度）

　

H 8.12.27

H10. 4. 8

12km

（H22年度）

基本計画

整備計画

施行命令

施行主体

車 線 数

延　　長

供用（予定）年度

現　　況

山  元～亘  理

※延長欄の（　）書きは、本県延長分。

〈南相馬市原町区深野〉 〈南相馬市鹿島区小池〉

〈いわき地区〉 〈小野地区〉

〈中野第一橋〉

新  地～山  元相  馬～新  地常磐富岡～相馬いわき四倉～
常磐富岡

いわき中央～
いわき四倉

・土工工事
　全面実施中

・調査設計実施中・文化財調査、
　橋梁上下部工事実施中

・文化財調査、土木工事、
　橋梁上下部工事実施中

日本道路公団 東日本高速道路（株)

暫定2車線

亘理日立北 いわき中央 いわき四倉 広野 常磐富岡 浪江 原町 相馬 新地 山元

・供用中・供用中・供用中

H 3.12.20

H 8.12.27

いわき～郡山

S53.12.20

S61. 1.21

S62. 9. 4

東日本高速道路（株)

4車線

71km

H7年度

・供用中

8km

H2年度

・供用中

S53.11.21

S53.11.21

4車線

18km

H3年度

・供用中

S57. 3. 1

S59.11.30

35km

H4年度

・供用中

　

S61. 1.21

S63. 1.28

12km

H8年度

・供用中

　

H10.12.25

ー

22km（8km）

H9年度

・供用中

　

S57. 1.20

S60. 2.13

・供用中

基本計画

整備計画

施行命令

施行主体

車 線 数

延　　長

供用（予定）年度

現　　況

津川～新潟中央

※延長欄の（　）書きは、本県延長分。

※延長欄の（　）書きは、本県延長分。

西会津～津川会津坂下～西会津猪苗代磐梯高原～
会津坂下

磐梯熱海～
猪苗代磐梯高原郡山～磐梯熱海

日本道路公団

暫定2車線 暫定2車線4車線

新潟中央いわきJCT 郡山JCT 磐梯熱海 猪苗代磐梯高原 会津若松 会津坂下 西会津 津川 安田

S53.12S48.11

24km

H6年度

23km

H8年度

相馬市～福島市

H9.2.5

41km

－

H3.12.20

H8.12.27

H10.12.25

国土交通省（新直轄方式）

暫定2車線

28km（17km）

－

基本計画

整備計画

施行命令

施行主体

車 線 数

延　　長

供用（予定）年度

現　　況

福島市～米沢市

相馬市 福島市 米沢市

新直轄方式で栗子トンネルなどを
工事中

高速自動車国道と並行する一般国道
115号阿武隈東道路及び霊山道路と
して、国直轄権限代行により事業中

現在も基本計画のままで
整備計画が策定されてい
ない
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　スマートICとは高速道路のサービスエリア（SA）等に無人・キャッシュレスの料金徴収施設であるETC（イーティーシー）ゲートを設
け、一般道路と接続することにより、低コストで建設・運営できるETC専用のインターチェンジ（IC）です。高速道路のICの整備を希望す
る市町村など事業主体の負担を軽減し、ICの整備を進めやすくし、現在、全国平均約10km間隔（福島県平均約14km間隔）であるICを欧
米並みの約5kmに改善することを念頭に、効率的にICの整備を図り、高速道路の通行者及び利用者の利便性の向上、地域の活性化、物流の
効率化等に寄与することを目的としています。
　平成18年度から平成20年度までは社会実験を行い検証のうえ恒久化するもの（「スマートインターチェンジ（スマートIC）［SA・PA接
続型］制度実施要綱」H18.7.10）でしたが、平成21年2月24日から、社会実験を実施しない新たな制度（「スマートインターチェンジ
（スマートIC）［高速道路利便増進事業］制度実施要綱」H21.2.24）となりました。
なお、SA、PAに接続するスマートICを「SA・PA接続型」、高速道路本線車道または本線上に設置されたバスストップ（BS）に接続す
るスマートICを「本線直結型」といいます。

○スマートICの概要

供用箇所
東北自動車道「福島松川スマートIC」
磐越自動車道「新鶴スマートIC」
東北自動車道「鏡石スマートIC」

整備中箇所
　東北自動車道「白河中央スマートIC」

○県内の状況

○スマートIC設置の流れ

①広域的検討検討
（国交省、高速道路㈱、県等）

広域的（県又はブロック単位）に検討

（個々の箇所毎に実施）

②勉強会or検討会での検討
（市町村、国交省、高速道路㈱、県等）

③地区協議会の設立、検討調整
（市町村、国交省、高速道路㈱、県等）

④実施計画書の策定、提出
（連結道路管理者）

⑤年度計画の作成、国の同意
（高速道路㈱及び（独）機構）

⑥連結許可申請（連結道路管理者）

⑧連結許可（国土交通大臣）

⑦整備計画の変更（国土交通大臣）

⑨事業開始
 （連結道路管理者等）

⑪事業開始
 （国土交通省、高速道路㈱）

⑩協定変更
 （高速道路㈱と（独）機構）

⑫「地区協議会」でのフォローアップ
・供給後も継続して、社会便益、安全性、採算性、管理、運営形態等
　についてフォローアップし、必要に応じて見直しをする

・地元市町村が主体となり検討調整
・ICの必要性や社会利便、周辺道路の安全性、ICの採算性、ICの構造、
　設置費用、管理運営方法・費用負担等を検討
・交通管理者（警察）との協議等

・地元市町村の意向を踏まえたうえで、国交省、高速道路㈱、県等が
　連携し、スマートICの整備と土地利用、産業政策、交通動態、他の
　地域計画との関係について、広域的（県又はブロック単位）に検討

・関係機関合意の意思決定
・勉強会or検討会での検討内容をさらに精査

・地区協議会における検討・調整結果を踏まえ連結道路管理者が「ス
　マートIC実施計画書」を策定し高速道路㈱、（独）日本高速道路保有
　・債務返済機構に提出
・勉強会or検討会での検討内容をさらに精査

・高速道路㈱及び（独）機構が「スマートIC実施計画書」について検討、
　実施箇所として選定し、国の同意を得る

構想・検討

整備計画の変更

連結許可

事業開始

供　用

候補箇所決定

実施計画書

実施箇所決定

連結許可申請

スマートインターチェンジ

【SA・PA接続型】 【本線直結型】
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地域高規格道路とは

　地域振興と活力ある地域づくりを実現するためには、地域の連携
を強化し、地域間の交流促進を図る基盤施設としての高速交通ネッ
トワークの充実が緊急の課題であり、平成4年6月22日道路審議会
建議「今後の道路整備のあり方」において全国的な高規格幹線道路
網と連携して「地域集積圏」の形成、集積圏相互の交流の促進、交
通拠点等との連結を図る地域高規格道路が必要とされ、第11次道路
整備五箇年計画において、その整備の必要性が位置づけられました。

整備の必要性

下記のⅠ～Ⅲいずれかの機能を有する2車線以上の自動車専用道路、
またはこれと同程度の機能を有し、路線全体として概ね60km/h以上
のサービス速度を確保する構造規格の道路です。

●Ⅰ. 通勤圏域の拡大や都市と農山村地域との連携の強化による地域 
集積圏の拡大を図る環状・放射道路………………（連携機能）

●Ⅱ. 高規格幹線道路を補完し、物資の流通、人の交流の活発化を促
し、地域集積圏間の交流の促進を図る道路………（交流機能）

●Ⅲ. 空港・港湾等の広域的交流拠点や地域開発拠点等との連絡道路
　　　　  ……………………………………………………（連結機能）

地域高規格道路の路線条件

全国の地域高規格道路の現状

広域道路整備基本計画の策定
広域道路(交流促進型)の選定

平成6年12月
(第1回指定)

平成10年6月
(追加指定)

都道府県、政令指定市、地方整備局
等が共同で策定

都道府県等から指定候補の報告

路線の機能、事業の緊急性、地域活性化への効果、
ネットワークとしての整合、構造等を検討

1.「候補路線」(道路局長、都市・地域整備局長が指定)
　地域高規格道路として整備を進めることの妥当性、緊急性等について検討を進める路線

2.「計画路線」(国土交通大臣が指定)
　地域高規格道路として整備を進めていくため、基礎的データの収集、路線全体の整備計画の検討等を進める路線

都道府県等から指定候補の報告

整備のプライオリティ、調査の熟度、地域活性化への効果等を検討

区間(事業単位)の指定

3.「調査区間」(道路局長・都市局長が指定)ルート選定、整備手法、都市計画、環境影響評価等の調査を進める区間

4.「整備区間」(道路局長・都市局長が指定)事業着手に向けて、都市計画決定手続き、環境影響評価手続き、予備設計等を進める区間

地域高規格道路の指定

路線(プロジェクト)の指定

地域高規格道路の指定の手順

高規格幹線道路
地域高規格道路

広域道路（交流促進型）

地域高規格イメージ図

連携

連携

交流

交流

交流

連携

地域中心都市等

地域中心都市等
中枢中核都市
安
全
第
一

地域集積圏B地域集積圏A

地域集積圏C

全国・海外へ
空港等

地域高規格道路の路線・区間の指定状況 （平成21年1月現在）

候補路線

路線数 路線数
うち供用中

路線指定
延　　長

調査区間
延　　長

整備区間
延　　長

地域高規格道路 110路線 186路線 約6,950km 約1,168km 3,183km 1,895km

計画路線

注1. 候補路線：地域高規格道路として整備を進めることの妥当性・
 緊急性等について検討を進める路線

注2. 計画路線：地域高規格道路として整備を進めていくため、基礎
 的データの収集、路線全体の整備計画の検討等を進
 める路線

注3. 調査区間：計画路線のうち、ルート選定、整備手法、都市計画、
 環境影響評価等の調査を進める区間

注4. 整備区間：計画路線のうち、事業着手に向けて、都市計画決定
 手続き、環境影響評価手続き、予備設計等を進める
 区間

注5. 供用延長：一般国道自動車専用道路と重複する区間は除く
 （平成20年度末見込み）

※高規格幹線道路を補完する広域的な機能を有する地域高規格道路の場合、調査区間及び整備区間の指定に際しては、
　社整審（道路分科会）の議を経なければならない。

8 地域高規格道路
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県内の地域高規格道路

広域道路は、今後の道路整備の
マスタープランであり、具体的
な路線のルート、位置等を規定
するものではありません。

凡　　例

計画路線……
供用区間…………
整備区間…………

調査区間…………
計画路線…………

交流促進型………
地域形成型………

候補路線…………………………

地域高規格道路

広域道路……

供用中又は整備計画    ……
基本計画又は予定路線　  …高規格幹線道路……

至山形

至山形

至
新
潟

至栃木
至東京

至東京 至東京

小名浜港

南相馬市

相馬市
相馬港

太
平
洋

喜多方市

会津
若松市

南会津町

福島空港

郡山市

白河市

会
津
縦
貫
北
道
路

会
津
縦
貫
南
道
路

栃木西部・会津南道路

い
わ
き
東
道
路

郡
山
西
環
状
道
路

福島空港・あぶくま南道路
(あぶくま高原道路)

福島市福島市

至仙台

至仙台

いわき市

候補路線  2路線　　　　　　－
 4路線　　　　約110㎞
 1区間　　　　       9㎞
 9区間　　　　     69㎞

計画路線 調査区間
整備区間

指定の総括区間の指定路線の指定
候補路線

Ｈ6.12.16
 (連結)

Ｈ7.8.23
Ｈ8.8.30
Ｈ7.8.23

Ｈ7.8.23
Ｈ7.4.28
Ｈ8.8.30
H15.9.26
Ｈ10.12.18
Ｈ7.4.28

西白河郡矢吹町
西白河郡矢吹町
西白河郡矢吹町字赤沢
西白河郡矢吹町
石川郡玉川村大字小高
石川郡玉川村
石川郡平田村
田村郡小野町大字菖蒲谷

須賀川市
須賀川市
須賀川市

喜多方市
喜多方市
喜多方市

会津若松市
会津若松市
南会津郡下郷町
南会津郡下郷町

いわき市 いわき市

会津若松市
会津若松市
会津若松市

南会津郡田島町（現 南会津町）
南会津郡田島町（現 南会津町）
南会津郡下郷町
南会津郡南会津町

田村郡小野町
田村郡小野町
西白河郡矢吹町字諏訪の前
石川郡玉川村
石川郡玉川村大字吉
石川郡平田村
田村郡小野町
田村郡小野町大字小野新町

郡山市
郡山市
郡山市

－
約30
5
5
3
14
4
3

－
約10
14

－
約20
12

－
約50
9
9

－

南会津郡田島町（現 南会津町） 今市市（現 日光市） －

Ｈ6.12.16
（連携）

Ｈ6.12.16
（連携）

Ｈ6.12.16
（連携）

Ｈ10.6.16

Ｈ10.6.16

Ｈ6.12.16

Ｈ6.12.16

Ｈ10.6.16
Ｈ11.12.17
Ｈ19.3.30

Ｈ7.8.23 Ｈ8.8.30

Ｈ19.3.30

Ｈ7.4.28

Ｈ6.12.16

計画路線 調査区間 整備区間 起　点 終　点 指定延長
km

■ 福島空港・あぶくま南道路 (あぶくま高原道路)■（主要地方道矢吹小野線）　（事業主体；福島県）

■ 郡山西環状道路 ■（国道4号）（事業主体：国土交通省東北地方整備局郡山国道事務所）

■ 会津縦貫北道路 ■（国道121号） （事業主体：国土交通省東北地方整備局郡山国道事務所）

■ 会津縦貫南道路 ■（国道118号、国道121号）

■ いわき東道路 ■

■ 栃木西部・会津南道路 ■

● 福島県の地域高規格道路指定一覧（一般）

福島空港・あぶくま南道路(あぶくま高原道路)

30

10

20

50

110

0

0

0

9

9

34

14

12

9

69

34

14

12

18

78

26

14

0

0

40

71

100

0

0

―

福島空港・
あぶくま南道路

郡山西環状
道路

会津縦貫
北道路

計画
路線

（概略延長）
調査区間
（概略延長）整備区間 延　長

現供用
延　長

供用率
（%）

区間指定

会津縦貫
南道路

栃木西部・
会津南道路

いわき東
道路

計

＊計画路線の概略延長は、10km単位で指定される。
＊福島空港・あぶくま南道路の（　）内は実延長である。

【候補路線】

【候補路線】

平成21年3月現在（単位：km）

●県内地域高規格道路の整備状況

（36） （0） （34） （36）

● あぶくま高原道路（武名坂）（平田村）

● 「こまちみどり愛護会」の皆様の活動
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会津縦貫北道路、会津縦貫南道路、栃木西部・会津南道路

南会津町 下郷町

会津若松市

会津美里町

喜
多
方
市

会
津
坂
下
町

会津本郷町

磐梯河東
I.C

至郡山市

至新潟市

至米沢市

一般国道121号

至須賀川市至白河市

日光市

至只見町

至昭和村

一
般
国
道
3
5
2
号

一般
国道
40
0号

一般国道121号

一
般
国
道
28
9号

一般国道118号

会津線
一般国

道11
8号

一
般
国
道
4
0
1
号

磐
越
自
動
車
道

JR
只
見
線

会津縦貫南道路　　Ｌ＝約50km栃木西部・会津南道路

H10.6.16 H６.12.16

H8.8.30

計画路線
H10.6.16
候補路線

会津縦貫北道路　Ｌ＝約20km

計画路線

Ｌ＝12km

Ｌ＝9km 整備区間

H19.3.30
整備区間

一
般
国
道
4
9
号

J
R
磐
越
西
線

一
般
国
道
4
5
9
号

Ｌ＝9km

H19.3.30
調査区間

至山都町至西会津町

会津若松
I.C

会津若松
I.C

Ｎ

道路法

高速自動車国道に関する法律 道路の整備を促進するための法律

基本法……道路の定義、道路の種類、路線の認定方法、道路の管理、道路に関する費用負担等
　　　　　道路に関する基本的事項について定めたもの。

有料道路に関する法律

【基本法】

その他

【環境】

・幹線道路の沿道の整備に関する法律

〈鉄道〉

・踏切道改良促進法、軌道法、都市モノレール法等

〈高齢者、身体障害者等〉

・高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した
　移動の円滑化
　の促進に関する法律

【会社等主体に関する法律】

・高速道路株式会社法、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構法

・地方道路公社法

【特別な道路の整備に関する法律】

・積雪寒冷特別地域における道路交通の確保に
　関する特別措置法

・交通安全施設等整備事業の推進に関する法律

・共同溝の整備等に関する特別措置法

・電線共同溝の整備等に関する特別措置法

・高速自動車国道法
　全国的な自動車交通網の枢要部分を構成し、
国の利害に特に重要な関係を有する高速自
動車国道に関し、予定路線の指定、整備計
画、管理、構造等に関する事項を定めたもの。

・社会資本整備重点計画法
社会資本整備事業を重点的、効果的かつ効
果的に推進するために定められた。

・道路整備事業に係る国の財政上の特別措置
　に関する法律
道路の交通の確保とその円滑化を図るとと
もに、生活環境の改善に資するため、道路
整備費の財源等に関する特例を定めたもの。

・道路整備特別会計法
道路整備事業を特別会計で行うこととし、
その経理の手続き等について定めたもの。

・国土開発幹線自動車道建設法
　国土開発の根幹となるべき予定路線とその
基本計画等について定めたもの。

・道路整備特別措置法
　道路の整備の促進を図るため、借入金等に
よる建設と料金による償還という有料道路
の制度を認め、その新設、改築その他の管
理を行う場合の特別の措置を定めたもの。

ひとくちメモ

● 会津縦貫北道路 会津若松市

喜多方市



32

2009

33

渋滞対策とは

　自動車は、日常生活や産業活動に欠かせない重要な移動手段では
あるが、年々増加する交通需要により、様々な箇所で渋滞が発生し、
日常の活動に深刻な影響を与えています。このため本県では、交通
渋滞の著しい地域において渋滞対策を検討するために、国土交通省、
福島県、市町村、東日本高速道路㈱、県警本部で構成される「福島
県渋滞対策連絡協議会」を設立し、渋滞の解消・緩和を図るべく「渋
滞対策プログラム」を策定してきました。「新たな渋滞対策（H15
～H19）」は、従来の「第3次渋滞対策プログラム（H10～H14）」
の成果を踏まえ、アンケート調査による道路利用者の方々や県民の

皆さまの声を反映し、交通現況調査を踏まえて、渋滞箇所の選定を
行い、対策を行ってきました。
　今後とも交通容量の抑制を図るバイパスの整備や、渋滞箇所の直
接的な解消・緩和を図る右折レーン設置などの交差点改良、さらに
は横断歩道の立体化などのハード的施策に加え、交通需要マネジメ
ント（TDM施策）として、ノーマイカーデーの推進による公共交
通機関の積極的活用や時差出勤導入のPR、さらには公安委員会と
の協力のもとに信号の現示調整を図るなどソフト的施策も含め、総
合的な渋滞対策を図っていきます。

番号 所在地 従道路名  H.19.12末時点主道路名H14年12月現在DID 渋滞長(m) 通過時間(分)

伏拝交差点
渡利弁天山交差点

舟場町交差点

松山町交差点
伊達町交差点
森合交差点
平野交差点

八幡西交差点
あづま陸橋東交差点
岡島交差点
北幹線東入口交差点
鳥谷野交差点

岩谷下交差点
北矢野目交差点
陣場町交差点
福島競馬場前
北向交差点
岡島向交差点

福島市伏拝
福島市渡利

福島市舟場町

福島市松山町
伊達町字広前
福島市森合町
福島市飯坂町平野

福島市吉倉
福島市本町
福島市岡部
福島市鎌田
福島市鳥谷野

福島市入江町
福島市北矢野目
福島市陣場町
福島市松浪町
福島市森合町
福島市岡島町

渋滞道路名

国道4号
国道4号

国道4号

国道4号
国道399
国道13号
国道13号

国道115号
（主）福島吾妻裏磐梯線
（主）福島保原線
国道4号
国道4号

国道4号
国道13号
（一）庭坂福島線
国道4号
（主）福島飯坂線
（主）福島保原線

1,650
2,100

650

1,620
1,220
1,400
250

200
700
300
970

1,700

1,000
1,050
1,930
1,300
800
330

●

●

●

●
●

●

●
●

●
●
●
●
●

11
25

10

9
17
8
5

5
11
5
24
22

5
12
23
85
6
5

(市)南町浅川線
(－)岡部渡利線、
(市)岩下金仏線
国道13号
(市)舟場町2号線
(市)松山町北中川原線
国道399号
(市)太平寺山口線
(主)福島飯坂線
福島交通飯坂線(鉄道)
国道115号
国道115号
(－)飯坂保原線
(－)飯坂保原線
国道115号
(市)天神線
国道115号
農免道路
(一)庭坂福島線

(市)北向庄司線
(市)鎌田笹谷線

緩　和

解　消

解　消

国道4号
国道4号

国道4号

国道4号
国道4号
国道13号
国道13号

国道13号
国道13号
(主)福島保原線
国道4号
国道4号

国道4号
国道13号
国道13号
国道4号
(主)福島飯坂線
(主)福島保原線

交差点名

至郡山 至郡山

福島地区

JR 至仙台

伊達町
至山形

摺上川

松川

JR

至
猪苗代

福島西IC

東
北
縦
貫
自
動
車
道

荒川

福
島
西
道
路

福
島
交
通
飯
坂
線

福島飯坂IC 阿武隈
急行線

（市）鎌田笹谷線（市）鎌田笹谷線

信夫山

（市）太
平寺山

口線

（
主
）
福
島
保
原
線

（
県
）
岡
部
渡
利
線

阿
武
隈
川

福島市

（市）小倉寺大森線

（
県
）水
原
福
島
線

114

4

115

399
13

115

福
島
駅

県庁

蓬莱団地

JR

N

（市）平野岡島線

（市）茶屋下北中川原線（市）茶屋下北中川原線

DID地区内：渋滞長
DID地区外：渋滞長
DID地区内：渋滞長
DID地区外：渋滞長
DID地区内：渋滞長
DID地区外：渋滞長

1,000m以上　または　通過時間
500m以上　または　通過時間

1,000m以上　または　通過時間
500m以上　または　通過時間
800m以上　または　通過時間
400m以上　または　通過時間

10分以上
5分以上 主要渋滞ポイント（平日）

一般渋滞ポイント（休日）

地域の実情およびアンケート結果
に基づき設定した渋滞ポイント

10分以上
5分以上
8分以上
4分以上

凡
例

● 主要な渋滞ポイント位置図

※H.19.12末時点が空欄の箇所は、現在、対策中もしくは未対策箇所。（対策をしたものの、対策後の詳細な調査を実施していない箇所についても空欄としている。）

9 渋滞対策


